
１  業 務 名
            金沢市立病院設備機器運転及び保守管理業務

２  業務場所
            金沢市平和町３丁目７番３号

３  業務期間
            令和２年７月１日から令和７年６月３０日まで

４  業務概要
    委託業務は、金沢市立病院（以下「病院」という。）における電気設備、中
  央監視設備、防災設備、空気調和設備及び給排水衛生設備（以下「設備等」と
  いう。）の運転・保守管理、日常修繕業務並びに当直業務を行うためのもので
　ある。
    これら設備等の運転・保守管理の実施にあたっては、この仕様書にもとづく
  ほか、病院において患者に与える影響及び特殊事情などもあり、協議の必要が
  あると認められる場合は、金沢市立病院施設管理担当職員(以下「担当職員」
  という。）と協議を行うものとする。
    また、設備等の確実な操作、巡視及び点検を行い、故障の発見に努め、事故
  による損害を未然に防止するとともに、病院の管理運営に支障をきたすことが
  ないよう配慮するものとする。

５  業務の範囲
  （１）設備等の日常運転管理及び防災センタ－業務
  （２）設備等の日常点検業務及び測定記録
  （３）担当職員が指示する日常保守管理業務
  （４）工事等の立会業務
  （５）空気調和設備等の総合定期点検
  （６）夜間における防災・防犯等のための院内巡視業務
  （７）来院者の受付案内業務
  （８）駐車場等整理補助業務
  （９）当直業務及び院内臨時防犯業務

６  対象設備
  （１）中央監視設備
  （２）防災設備
  （３）電気設備（受電設備、自家発電設備、無停電設備、蓄電池設備及び照明
　　　　設備を含む。）
  （４）空気調和設備
  （５）給排水衛生設備（消雪設備を含む。）
  （６）建築設備
  （７）避雷針設備

７  業務内容
  （１）病院設備機器の日常運転管理及び防災センター業務
    （ａ）各種装置、機器の始動・停止
    （ｂ）各種装置、機器の安全適正運転及び適正良否の判断処理
    （ｃ）給電状態の監視及び適正な対応処置
    （ｄ）運転状態の監視
    （ｅ）防災機器作動時の適正処置及び連絡
    （ｆ）中央監視装置（リモ－ト含む。）及び各制御盤の機器操作、調整
    （ｇ）職員駐車場リモコン及びチェーンゲートの異常事態処理
    （ｈ）玄関、連絡通路及び電気錠等の開閉
    （ｉ）夜間、休院日におけるエレベーター運転の切替操作
    （ｊ）防災盤及び鍵の管理（毎日）
    （ｋ）開院日における国旗等掲揚・降納（国旗・市旗・病院旗）
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    （ｌ）空気調和設備及び照明設備運転管理（毎日）
    （ｍ）その他異常警報及び異常事態の処理
  （２）病院設備機器の日常点検業務及び測定記録
    （ａ）各種装置・機器の運転日誌、記録報告
    （ｂ）各種装置・機器の点検、検査、清掃、注油及び調整
    （ｃ）各種フィルタ－の清掃及び取替
    （ｄ）各配分電盤回路の開閉操作、絶縁調査及び点検清掃
    （ｅ）定期点検等にかかる関係官庁等への報告書の提出及び保管
    （ｆ）デ－タ分析による省エネルギ－運転及び異常箇所の早期発見
    （ｇ）受電盤日常点検（毎日）
    （ｈ）受電盤定期点検（３か月に１回）
    （ｉ）ＣＶＣＦ定期点検（３か月に１回）
    （ｊ）分電盤定期点検（３か月に１回）
    （ｋ）動力盤定期点検（３か月に１回）
    （ｌ）空気調和設備フィルター清掃（３か月に１回）
    （ｍ）排気口清掃（３か月に１回）
    （ｎ）全熱交換器（３か月に１回）
    （ｏ）建物点検（２か月に１回）
    （ｐ）ルーフドレン清掃（２か月に１回）
    （ｑ）便所衛生器具など点検（２か月に１回）
    （ｒ）浴槽排水口清掃（３か月に１回）
    （ｓ）ブロアなど日常点検（毎日）
    （ｔ）ガス空調外扇器点検（毎週１回）
    （ｕ）照明器具点検（電球交換など）
    （ｖ）消防設備点検（誘導灯、防火灯等  １か月に１回）
　　（ｗ）重油補充時の立会・記録（随時）
 　 （ｘ）避雷針接地抵抗測定（年度末までに１回）
 　 （ｙ）除雪機の定期点検（３か月に１回）
 　 （ｚ）その他担当職員が指示する点検及び測定記録
  （３）日常保守管理業務
    （ａ）消耗品の取替、補給及び調整
    （ｂ）対象設備の小修理及び故障箇所の応急処置
 　 （ｃ）雨水排水路の清掃（毎月）
    （ｄ）図面（竣工図、施工図、機器承認図等）、運転日誌、各種記録、取扱
        い説明書、引渡し書類及び機器台帳等の整理・保管
    （ｅ）備品、工具類、測定機器、予備品及び消耗品等の整理・保管
  （４）夜間・休院日における工事等の立会業務
　　　　１７時から９時及び休院日における修繕工事、定期点検等の立会
  （５）空気調和設備等の総合定期点検
    （ａ）吸収式冷温水発生機
          冷房・暖房開始時に行う切替及び保守作業
          運転休止中に行う保守作業
            伝熱管のブラッシング                年度末までに１回
            煙管清掃                            年度末までに１回
            吸収液分析及びインヒビタ－補充 　   年度末までに１回
    （ｂ）蒸気ボイラ－、アキュ－ムレ－タ－及びその他の圧力容器性能検査の
        受検準備
    （ｃ）自動制御のシ－ズン切り替え作業、点検及び関連機器の設定変更作業
                                                年度末までに２回
    （ｄ）貯水槽（受水槽、高置水槽、軟水槽）の清掃および水質検査
            清掃                                年度末までに１回
            水質検査（一般細菌、大腸菌、味、臭気、色度、濁度、ｐＨ、
  　　　　　　　　　　　　　　　塩化物イオン、有機物質）     清掃終了時
    （ｅ）消雪装置のシ－ズン前の点検調整作業
    （ｆ）オペ室排気口ガラリ内部清掃　　　　　　年度末までに１回
    （ｇ）床置きファンコイルユニットケース内部清掃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年度末までに１回
    （ｈ）その他の空気調和設備機器、送風機等の点検、調整及び清掃
                                                年度末までに１回



  （６）夜間における防災・防犯等のための院内巡視業務
          火気取締り・戸締まりの確認
  （７）受付案内業務
          １７時から２１時、休院日８時から２１時までの来院者の受付案内及
        び入院患者の安全確保
  （８）駐車場等整理補助業務（業務概要は、駐車場管理システム対応マニュア
        ルによる。）
  （９）当直業務及び院内臨時防犯業務(業務概要は、当直マニュアルによる。)

８  業務従事者の人数及び勤務体制

 中央監視室
  （ＢＦ）  8時30分から

17時15分まで
（１名常駐）

 当直室
 （１Ｆ）

 防災ｾﾝﾀ-
 （１Ｆ）

 通常勤務体制  ３名

     計  夜間勤務体制  ３名
  （人員）

９  資格
  （１）ボイラ－及び圧力容器安全規則第９７条(昭和４７年労働省令第３３号)
      に規定するボイラ－技士免許１級以上の資格を有する者を主任と定め、開
　　　院日は常時日勤とする。
  （２）中央監視室及びボイラ－等の運転業務においては、ボイラ－技士２級及
      び危険物取扱者丙種以上の免許を有する者が１名常駐するものとする。
  （３）防災センターの業務従事者は消防法施行令（昭和３６年政令第３７号）
　　　第４条の２の８第３項第１号に規定する講習（自衛消防組織業務講習）の
　　　修了者又は同項第２号に規定する者を２名以上おくものとする。
  （４）受託者は業務に従事する従事者名簿（氏名、年令及び資格を明記する。
      資格にあっては免許証写を添付）を予め提出し、承認を得るものとする。
      また、変動のあった場合も同様とする。

10  設備等の事故処理及び火災等災害時の対応
  （１）事故発生の時は、担当職員に連絡し、適宜の応急措置を講ずるものとす
      る。ただし、時間外等で担当職員に連絡がつかない場合及び設備等の故障
      で早急に措置が必要と判断されるときは、すみやかに関係各所に連絡を行        
      い、指示を受けるものとする。また、事故等発生時対応マニュアルを提出   
　　　すること。 
  （２）火災等災害発生の連絡を受けたときは、金沢市立病院消防計画に従い、
      初動措置（通報連絡、防護安全及び初期消火）をとるものとする。
  （３）事故処理後は、速やかに事故の顛末を業務日誌等に記録し、病院へ報告
      するものとする。

11  支払方法
      毎月均等払いとする。

12  その他
  （１）受託者は、業務従事者勤務割表を毎月２５日までに翌月分作成のうえ、
      事前に担当職員に提出し、承認を受けるものとする。

8時30分から翌日 8時30分まで
（１名常駐）

               ２名
 夜間勤務体制  ３名

（１名常駐）
 8時30分から翌日 8時30分まで

（１名常駐）
 通常勤務体制（午前）
               ３名
 通常勤務体制 (午後)

 勤務場所

 8時30分から
12時30分まで
（１名常駐）

17時15分から翌日 8時30分まで

月曜～土曜
日曜､祝日､
年末年始(12月29日から
1月3日まで)



  （２）業務従事者は、業務日誌等に所定の事項を記録し、翌日担当職員に提出
      するものとする。
  （３）ＭＰＲ、ＬＰＲプリンタ－の用紙類・インクリボン等及び修繕に係る消
      耗品等については、受託者の負担とする。
  （４）受託者は、業務従事者の健康管理、労務管理及び労務災害について、一
      切の責任を負うものとする。
  （５）受託者は、業務従事者の服装、勤務態度、風紀及び衛生などについて万
      全の監督を行うものとする。
  （６）病院において不適当と認めた業務従事者については、受託者と協議のう
      え、必要な措置を講ずるものとする。
  （７）業務従事者の故意又は重大な過失により、病院の施設に損害を与えた場
      合は、受託者がその責を負うものとする。
  （８）受託者は、業務の遂行により知り得た情報及び委託者から提供された個
      人情報、その他の情報及び委託者の業務内容を他に漏らしてはならない。
      また、他の目的に使用してはならない。   
　（９）受託者は、不測の事態に備えて賠償責任保険等に加入しておくこと。
　（10）受託者は、業務に従事させようとする者には教育研修等を実施するとと
 　　 もに委託者が主催する研修についても出席し、その結果を提出すること。
  （11）夜間業務中の仮眠場所は、病院が指定する場所とする。
  （12）受託者は、他の建築物の維持管理業務と錯綜する場合連絡をとり、協力
      しながら業務を実施すること。
　（13）受託者は、前任の委託業務受託者とその委託業務履行期間内に、本仕様
      書に基づく全ての事項について引継を行わなければならない。また、引継
      にかかる経費は本委託業務の受託者となった者の負担とする。
  （14）本仕様書に記載されていない事項で、実施上疑義が生じたときは、その
      都度、担当職員と協議のうえ、その指示に従うものとする。


